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背景と目的

• 周術期における深部静脈血栓症（deep vein thrombosis:DVT）
の発生率は高く，致死的な肺塞栓症を予防するためにも早期発

見，迅速な治療が重要である．

• 当院では，各科における詳細な肺塞栓症予防ガイドラインはなく，

周術期肺塞栓症予防は各科により認識の差が大きかった．

• 2008年より医療安全全国共同行動に参加し，周術期肺塞栓症

による死亡を防ぐことを目標に活動してきた．この２年間の当院

における周術期肺塞栓症予防の取り組みについて報告する．
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取り組み

１）各科アンケート調査での実態調査．

２）医療安全週間に患者，職員向けポスター作成，静脈血栓塞栓症
（VTE)予防の重要性の啓発．

３）職員教育として外科系病棟スタッフに静脈血栓塞栓症の講義．

４）静脈血栓塞栓症患者の根本原因分析法（RCA）実施．

５）患者向けパンフレットの作成．

６）整形外科，泌尿器科領域のハイリスク患者に対するスクリーニン
グ検査の実施．

７）両科のパスの見直し，検討．
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①肺塞栓症の経験の有無

②肺塞栓症予防の必要な手術名

③現段階の予防方法

④抗凝固薬使用の有無

１．アンケート実態調査

・一部の科を除いて弾性ストッキングの

着用が実施されていた．

・整形外科では予防的抗凝固薬（アリク
ストラ）を使用しているが，他科では使用
されていなかった

・今後，各手術形式に対する予防方法・
抗凝固薬の使用について検討し，パスの
見直しを行う

内
容

調
査
結
果
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２．静脈血栓塞栓症（VTE)予防の重要性の啓発

・ 患者説明用パンフレット・
職員向けポスターを掲示し，

来院患者さんに静脈血栓
塞栓症予防の重要性の啓
発活動を行った．

福井県済生会病院 
   

 

肺血栓塞栓症（肺梗塞症）を予防する運動 

手術に臨まれる方、終日安静を必要とされる方は必ずお読み下さい 

肺血栓塞栓症（肺梗塞症）から 
命を守るために 

 
どんな病気？ 

肺血栓塞栓症は、静脈や心臓の中でできた血液の塊（血栓）が心臓から肺への

血管（肺動脈）に流れ込んで詰まる病気です。その結果、肺の組織が機能しな

くなった状態を肺梗塞症と呼びます。飛行機に長く乗っていると起こる「エコ

ノミークラス症候群」は肺血栓塞栓症の別名です。病院では、手術などによっ

て安静にベッド上に寝ていると、血液の流れが悪くなって血栓を作りやすくな

りますので、肺血栓塞栓症を起こす危険性が高くなります。 

症 状 は ？ 

肺血栓塞栓症は、突然胸が痛くなり、息が苦しくなって、呼吸がはやくなることが３つの重要

な症状です。小さな血栓が詰まった場合は症状を感じないこともあります。しかし、大きな血

栓が太い血管に詰まった場合には、ショック状態となり突然死することもあります。他に、血

痰(けったん)や発熱、発汗がみられることもあります。 

 

①足首の屈伸（爪先をのばす） 
② 膝の屈伸（膝を立てる） 

☞ 手術後１週間位は必ず、「①足首の屈伸（爪先をのばす）」「②膝の屈伸（膝を立てる）」を 

1～2 時間おきにそれぞれ 20 回ずつ行ないましょう。 

☞ 特に本疾患の既往のある方、運動麻痺のある方は積極的に行いましょう。 

 

 

 

① 足首の屈伸（爪先をのばす） 

① 長期の安静臥床を避ける（早期の離床をする） 

② 足首や膝の屈伸運動をする（下図参照） 

③ 脱水にならないように水分を十分にとる 

 

予 防 方 法 

ご自身で行うこと 

 

 
必要に応じて行います 

 

④ 弾性ストッキングや間歇的空気圧迫法による

静脈還流の促進（右図参照） 

毎年11月に医療安全週間を開催

下肢静脈超音波検査の実演 5
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３．職員教育の徹底

講義・実技内容として

・ 静脈血栓塞栓症の病態生理

・ 静脈血栓塞栓症の予防方法

・ 弾性ストッキングの適正な履かせ方
について実技講習

・ 各病棟主任看護師が静脈学会主催
弾性ストッキング講習会に参加

弾性ストッキング講習会の様子

外科系病棟スタッフに対し，
講義，実技の実施（３回）
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４．根本原因分析法（RCA）の実施

• 整形外科病棟・外科病棟で

肺塞栓症２例発症

1.脊椎手術後

２.直腸癌薄筋形成術術後の症例

関係医師，看護師，スタッフ間で，

肺塞栓症に至った原因を分析し，

対策立案表を作成した．

総大腿静脈に血栓が進展

右肺動脈に血栓を認める

総大腿静脈

血栓

血栓
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５．患者向けパンフレットの
作成・掲示

• 各病棟ベッドサイドにパ
ンフレットを掲示．

• パンフレットを使用して，
術前，術後に予防運動，
早期離床を促す．

福井県済生会病院 
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６．整形外科，泌尿器科領域のハイリスク患者
に対するスクリーニング検査の実施

• 整形外科

整形外科術後， D-ﾀﾞｲﾏｰ
10μｇ/ｍｌ以上の症例に対し
下肢静脈超音波検査実施

• 泌尿器科

泌尿器悪性腫瘍手術症例
に術後下肢静脈超音波検
査の実施
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６－１.下肢静脈エコー検査結果

2008年12月～2010年8月 症例数（DVT例） ％

整形外科 全体 200（83） 41.5

人工膝関節置換術（TKA） 54（30） 55.6

人工股関節置換術（THA） 14（3） 21.4

大腿骨頸部骨折 110（43） 39.1

下腿部骨折 8（4） 50

脊椎手術 12（2） 16.7

脊髄損傷 2（1） 50.0

泌尿器科（悪性腫瘍）

前立腺・膀胱・腎臓摘出 37（11） 30.6
ＤＶＴは高率に認めたが致死的な肺塞栓症例は認めなかった。
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７．パスの見直し・検討

• THAパス

旧：スクリーニング項目なし

新：運用中

予防的抗凝固療法

術後２日目から10日間抗凝固薬
（アリクストラ）処方

下肢静脈超音波検査の実施

術後7日目に血液検査を行い，

D-ﾀﾞｲﾏｰ10μｇ/ｍｌ以上で検査依頼

• 前立腺癌手術（案）

旧：スクリーニング項目なし

新：（案）

予防的抗凝固療法

術後２日目から10日間抗凝固薬
（アリクストラ）処方

下肢静脈超音波検査の実施

術後3日以内に全症例に対し実施

今後パスへの組み入れを予定
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効果

• 定期的な職員教育，肺塞栓症発症患者に対するRCA分析に

より肺塞栓症予防の認識が各科スタッフに広がり，パスの見

直し，再検討が行われた．

・ 患者に術前・術後の肺塞栓症予防を指導することにより，肺

塞栓症予防の重要性を意識づけさせることができた．

• ハイリスク患者に下肢静脈超音波検査を施行した結果，高

頻度にヒラメ筋静脈内にＤＶＴが検出された．

• DVTを検出した症例では抗凝固療法の開始，頻回の超音波

検査で血栓の評価を行うことにより，良好な周術期管理を行

うことができた． 12
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教訓

• 全職員に肺塞栓症予防教育を，継続的に行うことが静脈血

栓塞栓症早期発見につながる．

• 術後に超音波検査を施行することで，致死的肺塞栓症を予

防することができた．但し，全例に超音波検査を行うにはマ

ンパワー問題，医療コスト問題など乗り越えなければならな

い課題がある．

• 今後は，周術期に携わる医師，医療従事者間で知識，検査

技術の共有化を図り，肺塞栓症による死亡を防ぐための

チーム体制を構築したい．
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